
2001 年 （H13）ラジオたんぱ 慶應義塾の時間 28件

★：特設サイトにて音源公開中 *職位は当時のもの

年・月 カテゴリ 日 タイトル 学部 職位 担当者
音源データ

の有無

2001年4月 1930年代の文学と思想 文学部 助手 市川崇

★ 6日 シュールレアリスムグループとドキュマン誌、美学から政治変革へ 〇

13日 サルトルとバタイユ、実存主義誕生前夜 〇

「発話事実」と意味 文学部 助手 喜田浩平

20日 「発話事実」と意味① 〇

27日 「発話事実」と意味② 〇

5月 エネルギーと環境－原子力を考えるー 法学部 助教授 藤田祐幸

4日 原子力を止めたらどれだけ電力が不足するか 〇

11日 原子力をめぐる三つの放射能問題 〇

18日 大規模集中型システムから小規模分散型システムへ 〇

25日 エネルギー革命の現状と展望 〇

6月 多様な生物世界を分類する 商学部 助手 松本淳

1日 生物多様性研究の重要性 〇

8日 生物分類体系の歴史１ 〇

15日 生物分類体系の歴史2 〇

22日 分類学と系統額 〇

29日 生物多様性をどのように理解するか 〇

7月 経済思想からみた日本経済診断 経済学部 助教授 池田幸弘

6日 ミルトン・フリードマンの経済思想（1） 〇

13日 ミルトン・フリードマンの経済思想（2） 〇

20日 構造改革か財政出動か？（1） 〇

27日 構造改革か財政出動か？（2） 〇

8月 ギリシャ悲劇の女性たちーエウリピデスの場合 文学部 教授 西村太良

3日 メーデイア 〇

10日 パイドラー 〇

17日 ヘカベー 〇

24日 イーピゲネイア 〇

31日 まとめ 〇

9月 英語ディベートのテクニック 法学部 助教授 ニール・マクリン

7日 ステップ① 第一話者による問題提議スピーチ 〇

14日 ステップ② 第二話者による反論スピーチ 〇

21日 ステップ③ それに対する第一話者による反駁 〇

28日 ステップ④ 第二話者による結論 〇

10月 デフレ不況と「構造改革」 経済学部 教授 金子勝

5日 世界同時不況の懸念と日本の構造改革 〇

12日 とるべき財政金融政策 〇

IT革命と日本経済 経済学部 教授 北村洋基

19日 資本主義の構造転換とIT革命ー19世紀末～20世紀初頭の構造転換との対比 ×

26日 日本的IT革命の特徴と課題 ×

11月 現代思想の争点 理工学部 非常勤講師 田辺秋守

2日 モダンとポストモダン ×

9日 「他者」とは誰か ×

16日 イデオロギー論 ×

23日 理性と非理性 ×

30日 「人間の終わり」の後で ×

12月 音楽は語りかけている 経済学部 助教授 石井明

7日 西洋音楽における修辞法 ×

14日 言語を伴った音楽 ×

21日 器楽曲 ×

28日 ハイドンのジョーク ×

2002年1月 ラテンアメリカの世界遺産 商学部 教授 横山和加子

4日 古代文明の跡 ×

11日 植民都市 ×

18日 修道院と伝道所 ×

25日 アイデンティティーを求めて ×
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★：特設サイトにて音源公開中 *職位は当時のもの

年・月 カテゴリ 日 タイトル 学部 職位 担当者
音源データ

の有無

2月 構造改革 経済学部 教授 大村達弥

1日 何が求められているか ×

8日 なぜそれが必要か ×

少子高齢社会における社会保障の財政問題 経済学部 教授 飯野靖四

15日 年金 ×

22日 医療保険・介護保険 ×

3月 考古学のフィールドワーク

1日 ① フィールドワークとは何か？ 文学部 非常勤講師 山口徹 ×

8日 ② ポリネシアの環礁に住みついた人々 文学部 非常勤講師 山口徹 ×

15日 ③ 流氷が押し寄せるオホーツク海沿岸の人々 文学部 助教授 佐藤孝雄 ×

22日 ④ 聖書の世界の人々 文学部 助教授 杉本智俊 ×

29日 ⑤ 考古学、それは時空をこえた異文化理解の学問 文学部 非常勤講師 山口徹 ×

国際法入門 法学部 教授 大森正仁

2002年1月 22日 火 日本と国際法のかかわり ×

23日 水 国際環境の保護と国際法 ×

24日 木 宇宙活動の発展と国際法 ×

28日 月 国際的な人権保障と国際法 ×

29日 火 国際刑事裁判所の設立 ×

30日 水 戦争・武力行使の国際的規制 ×

31日 木 核兵器の使用と国際法 ×

経済思想史入門 経済学部 教授 坂本達哉

2月 4日 月 アダム・スミスの経済思想（1） ×

5日 火 アダム・スミスの経済思想（2） ×

古典派経済学とマルクス 経済学部 教授 飯田裕康

2月 6日 水 古典派経済学とマルクス①リカードゥの時代 ×

7日 木 古典派経済学とマルクス②マルクス ×

限界革命とその周辺 経済学部 助教授 池田幸弘

2月 11日 月 限界革命とその周辺① ×

12日 火 限界革命とその周辺② ×

戦争とケインズ 経済学部 教授 丸山徹

2月 13日 水 戦争とケインズ① 第一次大戦とケインズ ×

14日 木 戦争とケインズ② 第二次大戦とケインズ ×

万華鏡としての都市 文学部 教授 藤田弘夫

2月 18日 月 都市と農村のパラドックス ×

19日 火 都市社会の光と影 ×

20日 水 都市と国家の社会学 ×

21日 木 自治の概念と都市 ×

25日 月 官と民の社会学（１） ×

26日 火 官と民の社会学（２） ×

27日 水 都市計画とまちづくり（１） ×

28日 木 都市計画とまちづくり（２） ×

イスラームとイスラーム世界

3月 4日 月 イスラーム概論（1） 商学部 教授 湯川武 ×

5日 火 イスラーム概論（2） 商学部 教授 湯川武 ×

6日 水 イスラーム世界の歴史：中世 （1） 文学部 助教授 ⾧谷部史彦 ×

7日 木 イスラーム世界の歴史：中世 （2） 文学部 助教授 ⾧谷部史彦 ×

11日 月 オスマン帝国のイスラームとキリスト教 文学部 教授 坂本勉 ×

12日 火 オスマン帝国のイスラーム主義と巡礼 文学部 教授 坂本勉 ×

13日 水 今なお続くパレスチナ問題 法学部 教授 富田広士 ×

14日 木 9月11日事件をどう見るか 法学部 教授 富田広士 ×

言語・社会・人間 名誉教授 鈴木孝夫

    法学部 助教授 三瓶愼一（聞き手）

3月 18日 月 言語基礎論① 記号体系としての人間言語の特徴 ×

19日 火 言語基礎論② 言語の主な要素と機能           ×

20日 水 外国語をなぜ学ぶのか① 日本の外国語教育の歴史と現状 ×

21日 木 外国語をなぜ学ぶのか② これから必要な外国語教育とは   ×

25日 月 国際語としての英語① 英語の拡大と変貌 ×

26日 火 国際語としての英語② 日本人にとっての英語とは ×

27日 水 日本語を見直そう① 日本語はどんな言語なのか ×

28日 木 日本語を見直そう② 日本語を国際化しよう ×

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

慶應義塾の時間「入門講座」（月～木）

2


